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被験者内２要因分散分析 
 

被験者内２要因、ＡおよびＢ、のモデルにおける平方和を次のように分解する。ただし、

ijkY は、 i 番目の被験者に対する要因Ａの水準 j 、要因Ｂの水準 k におけるデータであり、

要因Ａの水準数は a 、要因Ｂの水準数はb 、被験者数はn であるとする。 
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ここで、 
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である。 

 上記の各平方和の平均の期待値は次のようになる。 

222
AASeA bnbEMS    

22
ASeAS bEMS    

222
BBSeB anaEMS    

22
BSeBS aEMS    
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222
ABABSeAB nEMS    

22
ABSeABSEMS    

 以上より、分散分析表を表１のように作成する。 

 

   表１ 分散分析表 

変動因        平方和    自由度       平均平方和     Ｆ比 

被験者間      SSS       1n  

被験者内      SWSS      )1( abn  

Ａ          ASS       1a            AMS       ASA MSMS /  

残差（Ａ）     ASSS     )1)(1(  an       ASMS  

Ｂ           BSS       1b             BMS       BSB MSMS /  

残差（Ｂ）    BSSS     )1)(1(  bn       BSMS  

Ａ×Ｂ        ABSS    )1)(1(  ba       ABMS      ABSAB MSMS /  

残差（Ａ×Ｂ）  ABSSS    )1)(1)(1(  ban   ABSMS  

全体        SS       1nab  

 

  


